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ま す。 そ れ が メ イ ン。 目 と 目 を 合 わ せ て
ち ゃ ん と 話 を 聞 け る こ と が 大 事 だ っ て い




























































































　面接した保育者 17 名中 10 名は、幼児期の言
葉の力の育ちとしては、話す力の育ちがまずは
大切との意識をもっていた。子どもが表したり
話したりしたことを十分に聞いてもらい、受け
止められ通い合う嬉しさや楽しさを経験するこ
とが基盤となって、相手の話を聞こうとする姿
勢が育っていくとの意識があることが窺えた。
　「聞く」力の育ちが大切とのとらえには、２
通りのとらえがあることが明らかになった。一
つは、子どもが言葉を話すようになるにあたっ
ては、子どもにとって大切な大人からの語りか
けや周囲で交わされる言葉の環境の中で、子ど
もなりに聞いて言葉を覚えていくとの認識であ
る。そのため、言葉の環境の大切さや、環境と
しての保育者の言葉のありようについても併せ
て言及されている点に共通性がみられた。もう
一つのとらえとしては、３～５歳の幼児期にお
いては、“言葉のやりとり”といった双方向性
の育ちがなされる時期であり、そのためには、
相手の話をきちんと聞く力の育ちが必要である
との意識をもつ保育者の存在もあった。
　これらは、子どもが言葉の力を身につけてい
くプロセスのどこに焦点を当てているかの違い
とも考えられた。いずれも、子どもの言葉の力
の育ちにおいては必要な体験であり、また援助
となってくるといえるだろう。幼稚園教育要領
や保育所保育指針の解説書においても、この双
方の面についての記述がなされている。ただ、
こうした「聞く力」のどちらにより力点をおい
てとらえているかは、園による共通性が認めら
れる面があり、保育のありようと関連している
のではないかとも感じられた。
3.「ことばの力」について
　近年、「ことばの力育成事業」や「ことばの
力育成プログラム」といったものが、様々な自
治体の教育委員会で実施されている。これは、
平成 20 年の学習指導要領の改訂で、「ことばの
力」がすべての教育活動の基盤として位置づけ
られたことによる。
　たとえば、ある自治体の「ことばの力」育成
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プロジェクトにおいては、「小学校入学前から
小・中学校、高校までを見通し、あらゆる教育
活動の中で『ことばの力』を育成する」とされ
た取り組みがなされている。その内容のなかで、
「幼児期からことばの力を育成することが重要」
であるとされ、幼・小連携の取り組みとして、「小
学校の学習をスムーズに始めるための『聞く力』
『話す力』を身に付ける」とされている。
　「ことばの力」育成を大切なものと考え、小学
校入学前から高校までを見通すこと、また、幼
少連携をとることは大切であり、必要な取り組
みではある。しかしながら、「幼児期の教育と小
学校教育の円滑な接続の在り方について」16）の
中で示されているように、「幼児期の教育と小
学校教育では、互いの教育を理解し、見通すこ
とが必要」であるが、その際「幼児期の教育と
小学校教育は、それぞれ発達の違いを踏まえて
教育を充実させることが重要であり、一方が他
方に合わせるものではないことに留意」する必
要があるとしている。
　「ことばの力」についても、幼稚園での取り
組みが、小学校での学習をスムーズに始めるた
めの文字通りの“準備”とされてしまうことに
ならないようにしていくことが必要である。幼
児期は、幼児期にふさわしい言葉の力を幼児期
に適切な方法で十分に育むことが、結果として
小学校以降にもつながっていく、そのあり方を
考えていくことが求められている。こうした状
況を鑑みるとき、保育者が言葉の力の育ちやそ
の援助に関してどのような意識をもっているの
かをより詳しく明らかにしていくことが必要で
あり、保育者の保育歴による違いや、子どもの
年齢の違いによる発達のとらえ（発達観）等、
今後さらに検討考察すると共に、実際の保育者
のかかわりや援助のあり方についても明らかに
していくこと必要だと考えている。
　また、園内での保育者に共通性のある発言が
みられたところもあり、その園で目指している
保育の在りようや、園内での話し合いの状況等
との関連性があるのではないかと示唆された。
その点について明らかにしていくことも今後の
課題としたい。
謝辞
　保育参観及び面接調査に、お忙しい中ご協力
くださいました園長先生はじめ先生方皆様に心
より御礼申し上げます。
引用文献
（１）　大久保愛（1975）幼児のことばと知恵.　あゆ
み出版
（２）　岡本夏木（1982）子どもとことば.　岩波新書
（３）　正高信男（1991）ことばの誕生.　紀伊国屋書店
（４）　麻生武　（1992）身ぶりからことばへ　新曜社
（５）　淀川裕美 （2011） 2-3歳児の保育集団での食事
場面における対話のあり方の変化　―確認し合う事
例における宛先・話題・話題への評価に着目して
―.　保育学研究49（2）. 61-72
（６）　淀川裕美（2013）2-3歳児の保育集団での食事
場面における対話のあり方の変化　―伝え合う事例
における応答性・話題の展開に着目して―. 　保育
学研究51（1）. 36-49
（７）　横山洋子 （1998）子どものことばが生まれる背景
としての空間―ことばの視点からの保育場面の考察―. 
保育学研究36（2）. 38-44
（８）　山田恵美（2011）保育における空間構成と活動
の発展的相互対応―アクションリサーチによる絵本
コーナーの検討―.　保育学研究49（3）.　20-28
（９）　並木真理子（2012）幼稚園における絵本の読み
聞かせの構成および保育者の動作・発話が幼児の発
話に及ぼす影響.　保育学研究50（2）. 75-89
（10）　幼稚園教育要領（2008）文部科学省　
（11）　幼稚園教育要領（2008）文部科学省
（12）　保育所保育指針（2008）厚生労働省
（13）　幼稚園教育要領（2008）文部科学省
（14）　幼稚園教育要領（2008）文部科学省
（15）　幼稚園教育要領（2008）文部科学省
（16）　幼児期の教育と小学校教育の円滑な接続の在り
方について.（2010）幼児期の教育と小学校教育の
円滑な接続の在り方に関する調査研究協力者会議. 
文部科学省
